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7．　Solid－phase　Competitive　Binding　Radio－

　　assayによる血中自家抗体の定量的測定
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　われわれはsolid－phase　micro　systemによる血中白

家抗体の高感度測定法としての新しいcompetitive　bind－

ing　radioassayを開発したので報告する．

　〔方法並びに結果〕　多くの蛋白性物質がplasticに親

和性を有し，非特異的に強く粘亘することを利し，内容

280μ1のplastic　cupを抗原性蛋白でpre　coatし，吸

引除去後更に10％家兎血氾でcoatする．このcupに

12sl標識抗体含有IgGを注入し一夜室温でincubateす

ると，IgG中の特異抗体の結合によりcup壁への1251

の付着がおこる．この結合はO．　05乃至10μ9の範囲の

非標識抗体含有IgGの添加により川量反応的に抑制さ

れる．同様の吻合は抗体含有血1清の希釈系列によっても

認められ，IgG　とjfLL清の反応には質的な差異はみられ

ない．従って被検患者⊥血清（100μ1以ド）によって生ず

るi251－lgG結合抑制度を非標識IgGの用量反応曲線と

比較することにより，特異抗休の微量定量が可能とな

った．この方法を先ず甲状腺micromeおよびThyro・

globulinに対する抗体検索に応川したが，従来の方法に

比して約100倍の感度を有し，かっ非常に特異的であっ

た．各種甲状腺疾患患者の成績では，橋本病および未治

療のバセドウ病では全73例に上記いつれかの抗体が検出

され，90％以上の例が両抗体を共有した．1311療法後の

バセドウ病患者では全例に而抗休の一過性上昇が認めら

れ，その治療前に対する一L昇率は10乃至15倍（平」」）で

あった．原発性甲状腺機能低下症にも75％の陽性率を認

めたが，単純性甲状腺腫9例中にはわずか1例の低価陽

性者がみられたのみであった．各種疾患330例の検討で

79例に陽生を認めたが，その70％が甲状腺，膠原病，自

己免疫疾患，悪性腫瘍，腎および内分泌代謝異常と関連

していた．

　〔結語〕新しい方法で血中抗体を測定し，本法が簡便，

迅速，特異的かつ感度に優れることを示す．本法は血巾

抗体以外にも応川日∫能であり，またPlasticに親和性を

有しない物質にっいても応用を検討中であり，併せて報

告する．

8．　洗剤中添加物‘‘Alcalase”に対する抗体の
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　演者らは，Bacillus　subtilisという細菌からえられた

蛋白分解酵素“Alcalase”を含む洗剤の製造工場従業員

に，気管支喘息等のアレルギー性反応がしばしば起こる

点より，これら工場従業員の血中に，洗剤添加物“Alca・

1ase”に対する抗体が存在するか否かを，先ず寒天平板

を用いてのオクテルロニー法，セルローズアセテート膜

を川いての免投扇気泳動法によって検討したが証明でき

なかった．そこで更に鋭敏と思われるRadioimmunoas・

say法によって検討を加えたところ，　IrlL巾に抗体を証明

することができたので，その結果を報告する．即ちAl－

calaseをモルモットに免疫しその抗体を作製し，　・方

13sIを用いて標識後，　Sephadexのカラムを通して標識

Alcalaseの精製を行なった．サンプルとしては④製造

工場従業員の血清，②コントロール人血清，③免疫

モルモット血清，④コントロールモルモットJi1清の群

を，一・定］1［の1251－Alcalaseと共にincubateし，その

Mixtureをけ1紙に塗抹し電気泳動を行なった．その結果，

モルモット，人，共にコントロール例で標識Alcalase

はα2－globulinの位置に単一のradioactivityとして検出

されたのに対し，従業員22名中19名の血清と免疫された

モルモット」0［清においては，更にα2－globulinとγ一glo－

bulinの間にもう1っのradioactiveなpeakが検出さ

れた．また，後者を非標識AlcaIaseと反応させて後，

同様の操作を行なった場合には，α2－910bulinとγ一glo・

bulinの間に見られたpeakは消失した．更はこれらの

血清では，ウサギ抗モルモットγ一globulin抗体および

ウサギ抗ヒトγ一globulin抗体によっても，抗休結合

i251－Alcalaseを沈澱させることができた．このようにし

て，洗剤製造工場従業員22名中の19名に，Alcalaseに

対する抗体が検出されたが，コントロール40例において

は，抗体は認められなかった．
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